
 
 
 
 
 
Ⅰ 学校の基本情報 

Ⅱ 取組の概要 

１ 安全教育手法の開発・普及 

（１） 防災教育の実施 

「学校防災教育指導の手引」を活用し、防災

教育から「自助」、「共助」の行動ができること

を意識した学習を実施した。 

また、他の教科や学校行事と関連させ、カリ

キュラムマネジメントの視点を踏まえた授業

展開と避難訓練を関連づけた。  

期日 取組み内容（予定含む） 

４月６日 

 

４月８日 

 

４月１１日 

 

４月１４日 

６月１７日 

 

９月４日 

 

１０月２４日 

 

１１月２日 

１１月６日 

職員会議で学校安全計画、各種

マニュアルの周知確認 

始業式の学校長挨拶で防災につ

いて話す 

対面式で生徒会長が防災につい

て話す 

熊本地震に係る追悼 

公開授業（科目「農業情報処理」）

で防災教育 

令和４年度あさぎり町防災の日

（雨天中止） 

公開授業（科目「球磨農林学」）

で防災教育 

収穫感謝祭（炊き出し訓練） 

あさぎり町避難所開設・運営訓

練に参加 

 

 

 

 

 

 

期日 取組み内容（予定含む） 

１１月９日～

１０日 

１１月１９日

～２２日 

 

１２月６日 

 

１２月１０日 

 

１２月１３日 

 

２月９日 

先進建設・防災・減災技術フェア

in 熊本２０２２ 

令和４年度（２０２２年度）「学

校安全総合支援事業」に係る先

進地視察 

本校運営委員会で避難訓練の周

知徹底（機能訓練） 

令和４年度地域協働活動推進員

設置委員会 

避難訓練（地震・火災）、実施後

アンケート 

学校運営協議会で活動報告及び

関係機関より助言 

（２） 機能訓練を踏まえた実践的な避難訓練

の実施 

   １２月１３日（火）に実施した。上球磨消

防組合消防本部と人吉防災に来ていただき、

生徒と職員の避難や消火器使用について指

導・助言をいただいた。また、あさぎり町危

機管理監や学校支援アドバイザー、熊本県学

校安全・安心推進課、人吉・球磨５校の防災

主任と訓練後に協議を行い、指導・助言から

今後の改善に向けた活動ができた。 

（３） 防災主任の資質・能力の向上と校内の

連携体制の構築 

  ア 防災教育に関する研修会へ参加 

  イ 防災教育関連情報を職員に提供 

ウ 授業展開に防災情報を導入 

   エ 校内掲示で防災関連情報を提供 

   オ 防災教育関関連の校務分掌計画 

   カ 関係機関との連携調整 

（４） ＰＤＣＡサイクルに基づく、危機管理

マニュアル及び学校安全計画の検証・

改善 

〇生徒数：３８１人（１３学級） 

〇職員数：７０人 

〇令和２年７月豪雨の状況 

生徒：再開時登校不可者数１２３名、床上浸

水２０名、教科書・制服等被害２１名 

職員：出勤不可者数１名、床上浸水２名 

学校安全総合支援事業報告書【防災に関すること】 

学校名「 熊本県立南稜高等学校 」 

住所：熊本県球磨郡あさぎり町上北３１０ 

電話：０９６６－４５－１１３１ 

令和４年度版 



  ア 各マニュアル・学校安全計画の周知 

  イ 各マニュアル・学校安全計画に基づく    

防災関連行事の実施 

  ウ 行事等終了後の振り返り 

  エ 各マニュアル・学校安全計画の改善 

（５） ＡＥＤを用いた心肺蘇生法 

  ア 実施日 

７月１日（金） 

イ 講師 

上球磨消防組合消防本部救急救命士 

   ウ 受講人数 

    ３８名 

  エ 実施場所 

   あさぎり町生涯学習センター体育館 

（６） その他 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 安全教育手法の開発・普及 

（１） 防災教育の実施 

   ア 成果 

   （ア）６月１７日（金）に教科「農業」の

科目「農業情報処理」でマイタイムラ

インについて理解させた。災害が起き

た際、自分自身の命を守るための知識

と行動を理解し、災害時に備えること

や家族や友人とどこで再開すれば良

いかを決めておく大切さを理解した。

個人用タブレット端末で情報収集が

でき、危険地区を調べさせ、どのよう

な危険が想定できるのか発表させる

ことができた。 

   （イ）１０月２４日（月）に教科「農業」

の科目「球磨農林学」で「自助・共助・

公助」について学んだ。講師はあさぎ

り町危機管理監の橋本啓之様に依頼

した。 

イ 課題 

（ア）個人用タブレット端末で情報収集が 

できたことで「くまもとマイタイムラ

イン」の作成ができた。また、このこ

とから生徒同士や家族間で防災に対

して話し合えるようにしたい。 

（イ）熊本地震や令和２年７月豪雨などの

教訓から講義の中で「自らの身の安全

は、自らが守る（自助）とともにお互

い助け合う（共助）こと」、有事におけ

る町役場（公助）の役割を学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 機能訓練を踏まえた実践的な避難訓練

の実施 

ア 成果 

 １２月１３日（火）に地震・火災を想定 

した総合訓練として行った。消火器実技訓 

練では使用方法を知り、代表生徒と職員が 

初めて使用し、消火することができた。講 

評では関係機関からの指導は以下の通り

であった。 

ａ 職員の指揮がない。率先して動き、

逃げる場所の指示を行うこと。 

ｂ 避難中に校内情報がわからない。逃

げ道や障害物などを伝えること。 

ｃ 訓練後に振り返りをしてほしい。 

ｄ 生徒も職員も笑顔があった。意識が

薄いので改めてもらいたい。 

ｅ シェイクアウト訓練が実施され、生

徒の落ち着いた行動が見られた。机

を手で押さえて身を守ること。  

ｆ 物の固定をしてほしい。 

ｇ 管理職不在もあるので順番を決め

てリーダーを決めておくこと。 



ｈ 停電時の連絡手段（拡声器など）の

確保をすること。 

ｉ 防火扉や防火シャッターを用いた

訓練もして欲しい。 

   イ 課題 

今回の訓練で関係機関より問題点の指

摘を受けた。また、校内放送機器やマニュ

アルの不備を発見することができた。今後

の防災教育に活かし、校外でもその行動が

できる社会人を育てたい。 

（３） 防災主任の資質・能力の向上と校内の

連携体制の構築 

  ア 成果 

防災主任の資質・能力の向上と校内の連

携体制の構築についての活動は以下の通

りである。 

ａ 熊本県学校支援チーム隊員 

ｂ 総合型コミュニティスクール学校

運営協議会（本事業説明） 

ｃ 防災主任研修会（風水害の対応、学

校安全計画の見直し・改善など） 

ｄ 先進地視察（学校安全主任講習会受

講、先進的な学校及び施設見学） 

ｅ 令和４年度地域協働活動推進員設

置委員会（山梨県立吉田高等学校と

のＷｅｂ参加） 

ｆ 防災教育公開授業 

ｇ あさぎり町避難所開設・運営訓練 

   イ 課題 

 研修会等で防災主任の資質・能力の向上 

をすることや関係機関との連携・構築がで

きた。今後も学校防災年間計画や各種マニ

ュアルの見直しを行い、校内連携を図る。 

 地域連携の充実を今後も継続し、地域防

災の拠点となるように進展させたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ＰＤＣＡサイクルに基づく、危機管理マ

ニュアル及び学校安全計画の検証・改善 

避難訓練実施後に関係機関より指導・助言

をいただいた。また、校内アンケートからは

以下の指摘があり、マニュアルの改善をする。 

   ア 職員の点呼方法について 

     今回は教頭不在で生徒と職員の点呼

を事務長が行った。情報集約が難しかっ

たので、「事務長は職員」、「生徒は教務主

任」が集約することへ変更する。 

   イ グラウンド等での対応について 

     屋外で地震が起きた場合は低い姿勢

で倒壊物の近くから離れることを周知

徹底する。 

（５）ＡＥＤを用いた心肺蘇生法 

ア 成果 

  「普通救命講習」では講習時間が３時

間以上と定められており、修了者には

「修了証」が発行されました。 

  講習では、主に心肺蘇生とＡＥＤの使

用に関する実技に取り組むとともに、傷

の手当、やけどの手当、熱中症への対応



等についても学習しました。 

イ 課題 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止

のために、一昨年度と昨年度は１回当たり

の受講生徒数を２０人に絞って本校の武

道場で実施していました。今年度は人数制

限が外れたが、感染症予防対策を行って実

施することができた。 

 

 

 

 

 

 

（６）その他 

    ア 成果 

 １１月６日（日）にあさぎり町避難所開

設・運営訓練が実施され、本校生徒５名が

参加した。避難所の開設や運営等を体験す

ることで「自助」と「共助」を学習するこ

とができた。振り返りであさぎり町危機管

理監から「何かあれば手助けして欲しい」

と高校生に対する期待も話された。 

イ 課題 

今後も行政機関と連携し、避難所開設・

運営訓練の継続をしたい。本校生の生活す

る地域で実施されるときに参加できるよ

うに計画したい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


